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資源の現 について

資源管理について

資源管理 会を踏まえた対応

新たな資源管理について
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の に い

2

： に から の と
と に 瀬⼾内海 の

トラフグ⽇本海・東シナ海・瀬⼾内系群の分 ・

トラフグ⽇本海 東シナ海 瀬⼾内海系群

⽇本海 の 群 ⽇本海 東シナ海
海 瀬⼾内海の 群

⽇本海 東シナ海 海

主 な

瀬⼾
瀬⼾

海

海

海

福岡

• の は に で 回 を行い、 から に
かけて 内 な 産 回 する。

• 内 で まれた が成 に て の 場 と する で
数の産 場 の が り り、 が されていると えられる。
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資源量と漁獲量の
• 漁 の資源量は 定 と 、 く漁獲量は

数 と な減 が いている。 資源評価 から

（出典：令和5年（2023）トラフグ⽇本海・東シナ海・瀬⼾内海系群の資源評価（暫定版）から作成）

年 別資源

• を ークに、 の資源 数は減 。
• の の資源 数は の の 。
• の資源評価における の 、 も減

減。う は 減 。 資源評価 から

• 資源の減 に めがかからないお れが る な

（出典：令和5年（2023）トラフグ⽇本海・東シナ海・瀬⼾内海系群の資源評価（暫定版）から作成
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資源量

このう 成 と は 要 に されることから、 に ール
できる要 は と 漁獲 に られる。

資源量が 減する要 は に つ 、成 、漁獲、

資源が減 するのは、
と成 で する量を漁獲と の量が 回るため

資源量は資源量を やす要 と資源量を減らす要 の らが きいかで、
えるか減るかが まる。

獲 について（漁獲）

成 の獲り し

獲り しの

• 、 となる を やすこ
とが 。

• 価 の いものとして 漁
獲することが 。

される

獲り えた が産 に す
る数 から が める。

水 数量でも漁獲 数
が する。

成 の獲り し

獲り しの

• いる による産 を
させ、現 の の さを
やかに補うことが 。

される

がすでに成 しているため、
す 産 に することができ、

が早く現れることが さ
れる。

• 漁獲の対 で る を獲り すことによ て される は、 成 と
成 れ れに な ている。

成 と成 れ れの獲り えによる を し、
ての での獲り し 漁獲の に取り 必要が る。
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について（ ）

• 漁 は、関係 において、 の補助事業も し、
内 漁業 に き、資源管理と した

の な を実施。 漁 の は

数と の 数

の での資源回 は しいことから、漁獲の が

8

の 数の減 は、
による

の取 の によるもので
る。

（出典：令和5年（2023）トラフグ⽇本海・東シナ海・瀬⼾内海系群の資源評価（暫定版）から作成

に い

9
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管理 の

資源評価 において、 ー ホー 解 による資源量の
定を実施するな 評価 を した 、 定資源量が 。このた

め、現行の資源管理 についても 理が必要。

現行

漁 を に資源量を 資源評価における
までの平 資源量 まで回 。

漁 を に資源量を 資源評価における
までの平 資源量 まで回 。

（ 年 ） ・ 内

の管理 の の について

までに ースの資源評価が公表されるこ
とから、 管理 や漁獲管理 について、 、資源管理

会や資源管理 に関する 会 ステークホルダー会合 で
の議論 理 を踏まえつつ、 会議でも を していくこととする。

公表

資源管理⼿法検討部会において資源評価結果をもとに⽰された
漁獲シナリオについて
 2 2 2 2 8

2 2 8 2 2 9

 2 2 2 2

 2 2 2 2
2 2 2

0 0 5 1 0 1 5
⿂量の （ ）

0

0 5

1 0

1 5

2 0

2 5

漁獲
の

（
）

漁 値 値

2002

2005
20082011

2014
2017

2020

2021

の
2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

1 0 190 117 93 73 70 75 84 100 107 111 118 121 123 0
0 9 190 117 85 70 68 74 83 96 103 107 114 117 120 2
0 8 190 117 76 66 65 72 80 91 98 102 108 112 116 5
0 7 190 117 68 61 62 68 76 85 92 97 102 106 110 16
0 5 190 117 49 49 51 57 64 70 77 82 86 90 94 59
の漁獲 190 117 102 91 86 88 95 101 107 113 116 121 126 0

の資源管理について 水産庁



－ 33 －









2





の資源管理について 水産庁



－ 34 －





地

方

農

政

局

等

の資源管理について 水産庁



－ 35 －

 2

2





の資源管理について 水産庁



－ 36 －

の に う漁場 成の を す き。

 現 の資源評価は、漁獲対 とな ているものについて な限り した ー を
て行 ており、現 の の を した漁場 成における資源 を表し

ています。 、 の産 場における から 定される の 回
産実 の は資源評価において 要な と しており、この解明には実 に

業されている漁業者さんからの が 要な となりますので、 き き、ご
の しくお いします。

の の 関 での漁獲の について、漁獲 を し、
の の解明が必要

 ご指摘の り、 の の における漁獲 の実 や の 、解明
は 要で り、 、 を しているとともに の関係 には資源評価

の を要 し、 ける で んでいます。 で、資源評価は る
の に いて行う必要が り、これらの新たな対 について

も る の がかかる はご理解お いいたします。 から資源評価の対 と
な ている との 、 つきや、また、 対に かれていること を示 するよ
うな実 、 に く な が得られた場合は、関係 関との を
て資源評価に させていきます。

8
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2







2

 しい資源評価の を けて なる資源管理 の を す き で ると
えられます。 の資源管理 の に い る については、漁業 定対
事業の か、必要となる を していきます。
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 新たな資源評価や資源管理について皆様の理解を得るため、関係者の疑問や指摘を踏ま
えつつ、できるだけ平易な表現によりわかりやすい資料を作成し、説明してまいります。
資料の公表についても、できる限り早く対応できるように努めます。

水産庁補助事業で設定したＫＰＩについて、漁獲量が削減された場合の取扱を説明して欲しい。

 お示しいただいた事項を含め、ステークホルダー会合での議論に必要な内容について、
説明を行うこととしています。

22

 ステークホルダー会合の回数は定めておりません。関係者のご理解を得ながら必要な回
数実施していきます。

に い

2
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新たな資源管理について
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資源評価 の公表 • に公表

資源管理 会
• に され、 か
らの や論 を 理

ステークホルダー会合
資源管理 に関する 会

• で 理された や論 を踏まえ、 な
管理について議論

• 必要に応 数回 し、管理の をとり
まとめ

資源管理 の 定

• でとりまとめられた内容を に、資源管理
を作成

• ク を実施した 、水産
議会資源管理 会 の 問 を て 定

管理の

のス ール 内 の場合

2

2
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各府県の漁法について

宮崎県

⼤分県
はえ縄、小底、
釣り

福岡県

はえ縄、小底、
小定置、釣り

愛媛県

⾹川県

岡⼭県
広島県⼭⼝県

⻑崎県
佐賀県

熊本県

⿅児島県

和歌⼭県
徳島県 はえ縄、小底

はえ縄

はえ縄、小底、定
置、釣り,、船曳網

袋待網、小底、
小定置

小底、小定
置、釣り

はえ縄、小底、
定置

小底、小定
置、はえ縄

袋待網、小
底、定置

定置、釣り、中まき

釣り

はえ縄、小
底、釣り

はえ縄、定置
網、釣り

はえ縄、小底、
小定置、釣り,

⿃取県
はえ縄

小底、沖底、定置、
釣り、はえ縄

島根県 兵庫県

はえ縄、小底

京都府

定置、刺し網、
釣り、はえ縄

福井県

⽯川県

底縄、刺し網、
釣り、定置

定置、はえ縄

28

府県別の主な漁法と近年の漁獲量

単位(トン)

• ⽇本海側では、はえ縄や⼀本釣りが主な漁法。1歳以上が漁獲の中⼼。
• 瀬⼾内海側では、⼩底、袋待網等、網漁具が多い。
全体の漁獲量は少ないが、漁獲物に占める割合が最も⾼いのは0歳⿂。

29

⼭⼝ 有明海**
（⽇本海） （０歳漁）

2018 5 ー 5 6 2 1 5 52 40 3 19 8 0 2
2019 7 ー 5 6 2 2 3 32 47 2 14 8 0 1
2020 3 2 2 5 1 1 3 35 45 1 9 9 1 1
2021 4 1 4 5 2 1 3 56 61 2 8 6 0 1
2022 4 2 3 4 2 1 3 27 37 2 9 7 0 1

⼭⼝ 兵庫
（瀬⼾内海） （瀬⼾内海）

2018 1 10 13 8 1 2 2 5 0 0 190
2019 1 9 13 7 1 2 2 3 0 0 166
2020 1 11 11 7 2 1 3 3 0 0 158
2021 1 8 11 4 1 1 2 4 0 0 187
2022 ＊1 7 ＊11 ＊4 0 ＊2 ＊3 3 ＊0 ＊0 ＊134
＊概数値
＊＊福岡県、⻑崎県、佐賀県、熊本県の漁獲量の合算。

岡⼭ ⾹川 徳島 和歌⼭

⿃取

合計

⿅児島島根 佐賀福岡 ⻑崎 熊本漁期年 秋⽥ ⽯川 福井 京都⼭形

漁期年 宮崎 ⼤分 愛媛 広島

（出典：令和5年（2023）トラフグ⽇本海・東シナ海・瀬⼾内海系群の資源評価（暫定版）から作成
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都 府県 の取
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都 府県 の取
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都 府県 の取
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漁獲

事業の

• と ルの 数で ても、
の を に現行よりも し

い管理 を できれ 、資源回
の が まることが えられる。

• で の は に
の につながり、 を漁獲する
漁業者が の を けると えられ
る。

• を漁獲する漁業者が行う とも
補 を の事業からも補助し、

を漁獲する漁業者に対し した
の 数に応 て、 定の 合で

するもの。

相互扶助漁獲支援事業の仕組み

の資源管理について 水産庁



－ 46 －

2

2

・トラフグ資源

8

9
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